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【はじめに】近年 BiFeO3(BFO)薄膜が形成するドメインウォール(DW)において、導電性 1)や光

起電力効果 2)などの特異な物性が発現することが報告され注目を集めている。しかし DW の物性

にはいまだ不明な点が多く、加えてデバイス応用の際には任意の位置に DW を形成しなければな

らないという問題点がある。我々は以前に、バイクリスタル基板の上に BFO 薄膜を作製すること

で、基板接合面上のみに charged 109°DWと同様の人工的なDWを得られたことを報告した 3)が、

そのドメイン構造において DW の持つ特異な物性を確認することはできなかった。本研究ではバ

イクリスタル基板上に作製した BFO 薄膜について、人工 DWにおけるドメイン構造と電気的特性

について更なる測定を行った。 

【実験方法】Fig. 1に示すような、(001)面が<110>方向に 4°傾斜した SrTiO3(STO)(001)基板を、

お互いの<110>方向が内向きになるように接合した SrRuO3(50 nm)/STO バイクリスタル基板上に、

RF マグネトロンスパッタ法により BFO 薄膜を 300 nm 製膜した。ターゲットには Bi2O3と Fe2O3

を 1.05:1の割合で混ぜ合わせ焼成した粉末ターゲットを用い、製膜条件は圧力を 0.5 Pa, RF電力

を 70 W, 基板温度を 640 ℃とした。 

【実験結果】Figs. 2(a)～(c)に、バイクリスタル基板上に作製した BFO 薄膜において、導電性カ

ンチレバーを用いて人工 DW を含む薄膜の一部分に電圧を印加し、分極反転を行った後の表面形

状像、面内 PFM像、面外 PFM 像を示す。Fig. 2(b)より、接合面では両側の基板における<1̅1̅0>方

向の成分が接していることがわかった。Fig. 2(c)より、電圧を印加した箇所においてのみ面外方向

の成分が<001>から<001̅>に反転していることがわかった。以上のことから、電圧を印加すること

で人工 DWは charged 109°DWと同等のドメイン構造を持ったまま反転し、その帯電電荷が正か

ら負に変わったことがわかった。 
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Fig. 1 Schematic drawing of  

SrTiO3 bicrystal substrate. 

Fig. 2 (a)Surface morphology, (b)Lateral PFM and (c)Vertical PFM 

images of BFO thin films. 
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